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清掃・リサイクル推進課 

 

 

民間事業者との連携によるコンポスト購入支援事業の実施について 

 

１ 主旨 

環境に配慮した持続可能な循環型社会の実現に向けて、家庭から排出される可燃ごみ

の約３割を占める生ごみの削減を図るとともに、身近な地域における資源循環と脱炭素

型ライフスタイルへの行動変容を促進するため、民間事業者と連携したコンポスト購入

支援事業を令和８年６月より実施する。 

 

２ 事業内容 

産業活性化拠点「HOME/WORK VILLAGE」にオフィスを設置し、身近な地域における生ご

み堆肥の循環を推進しているローカルフードサイクリング株式会社（以下、「LFC」）と連

携し、区民が気軽にコンポストを利用して生ごみの削減に取り組むことができる環境を

整えるとともに、生成した堆肥の循環的な活用により脱炭素型ライフスタイルへの行動

変容を促進する。 

（１）購入支援内容 

廃プラスチックなど環境に配慮したリサイクル素材を使用し、小型で持ち運び可能

なバッグ型コンポストを割引価格で購入できる仕組みを導入し、より効果的に生ごみ

の削減とライフスタイルの行動変容を促す。 

LFC との協定に基づき区民用のクーポンコードを発行してもらい、LFC のホームペ

ージで区民用のクーポンコードを入力すると１割引での購入が可能な仕組みとする。 

  ※ LFCとの連携による割引であり、区に財政的な負担は生じない。 

  ※ 購入個数の上限等は設けない。 

  ※ 割引はコンポストセット（専用バッグ、生ごみを堆肥化する植物性の基材、取扱

説明書など）が対象であり、基材のみの追加購入等は割引対象外となる。 
 

  【バッグ型コンポスト】       【生ごみ堆肥の生成による循環イメージ】 
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（２）堆肥の活用・循環に向けた取組みについて 

   家庭で使いきれない堆肥の活用先を確保することで、継続的な堆肥の活用・循環

につながるよう取組んでいく。 

① LFCによる堆肥の回収事業の利用 

毎週水曜日に HOME/WORK VILLAGEで堆肥の相談・回収会を開催しているほか、アグ

リス成城等でも回収会を開催している。また、提携農家（千葉・埼玉・福岡など）へ

の堆肥の送付事業、東日本大震災の被災地である宮城県石巻市への堆肥の送付事業な

どを購入者に紹介している。 

② 区内での活用先の確保・拡大に向けた実証 

ⅰ）桜丘農業公園において、バッグ型コンポストによる堆肥の活用実証実験（令和

８年８月から半年程度）を行うとともに、ⅱ）気候危機対策課による成城地区におけ

る脱炭素地域づくり事業（SEIJO GREEN CITY）において、バッグ型コンポストを活用

した生ごみの削減・堆肥化・アグリス成城での堆肥の活用等の実証実験を行い、堆肥

活用の成果や課題等を把握し、区内での受入先の拡大につなげていく。 

（３）区民周知等について 

区広報紙、区のホームページ、区公式Ⅹ、資源・ごみ分別アプリ等で制度周知を行

うとともに、エコプラザ用賀やリサイクル千歳台、区民まつり等でのバッグ型コンポ

ストの展示、リサイクル千歳台で開催している生ごみ堆肥活用講座での参加者への周

知等を行う。 

合わせて、堆肥の活用に関して、成城地区脱炭素地域づくり事業における実証実験

の成果等を発信するなど区民が安心して堆肥を利用できるような周知啓発活動に取

り組んでいく。 

 

３ 今後のスケジュール（予定） 

 令和８年６月１日から区民周知・購入支援を開始する。 
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